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Abstract 
As accelerators got larger complex, it has become difficult to operate and understand whole 

accelerator. It isimportant to make effort to reduce information and to build easily configurable 
user-interface for operators. We have tested a building tool for graphical-user-interface called Tk in 
our Kek Linac control system. Tk is very efficient to develop user-interface for accelerator 
operation. The possible usage of Tk in our control system is described as well asits feature and 
performance. 
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Tkウィジェットを利用したオペレータインターフェース (2) 

I、はじめに

最近、加速器の大砲化と精密化が進みそれにと

もない制御点数も多くなってきた。そのため運転も

複線となり、オペレータが加速器全体の状況を把揮

することが悶鋒なってきている。そのためオペレ-

fが、多稀多様の情報を選択的に表示できるオペレ

ータインヂープエースが必要となってきた。これま

で、 KEK-Linacのオベレータインターフェースは

Baslc ~l詩， C f言語で構築されてきた。現在更に、

効率的合#ベレータインターフェースの構築が検討

されている[I ] a そこで、手え々は昨年のリニアッ

ク研究会で X-Window l:のユーサ・インターフェ

ースを符易に情築することができる TkI TcJと呼

ばれるシステムの報告をした [2]a それをもとに、

制御したい機務に対して現実的な名前と単位で制御

できるように Tclコマンドを改良Lたシステムの椛

築を試みた。

2、Tcl(Tool Command Language)とTk

Tk [3]は、ワークステーション等で標準的
に用いられている X-Window 1:でのユーザインタ
ーフェース裕築のためのシステムで、 Tclはそれの

ベースとなる言語とライプラリを指している。 TcI
は、簡単な徳造化プログラム言語でプログラミング

の間違いが起こりに<<、しかもインタプリタ言語

であるので変更が容易であるのが特徹である。

UnixのShellに似ているが、より文"-i=処理にrt，Jく
ように設計されていて、全てのコマンド、コマンド

の引き数、コマンドの結果、そして変扱の値は令て

文字列となっている。 TcIのライプラリには、 Tcl
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言語を解釈するためのの PBrser、組み込みコマン

ド周のルーチン、及びアプリケーシヨン}日にコマン

ドを追加してTcIを拡張するためのプロシージャが
含まれている。 Tclライプラリは、コマンドを受取
り、解析し組み込んだコマンドであれば直接実行し、

そうでなげれば間接的に Shellを通 Lて実行する

(関 1) 0 Tclを使うことにより、アプリケーショ

ンを自分でIIHまする必要がなくなり、 Buttonやキ
ーパインドに対応するコマンドをプログラムに記迩

することが、簡単に実現できる。 Motif[4 1 (現
在、 X-Window上の原準的インターフェース)で

Tk I TcIと同じようなことを実現するには、 Motif

やもしくは X-Windowの全体の知識を必要とする
が、 Tk/Tclのプログラムでは簡単に記述ができ、

Motifのようにさまぎまの手続きを必要としない、

またX-windowの知識がな〈てもプログラムの記述

は可能である o しかも、インタプリタ言語であるの

でどこで Errorが発生したかが容易に犯控でき、そ
の修正もすぐにできる。
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(例1)コマンドの利用

vacconts <sector> <controlIer> <channel> st 

kly <function> <klystrion name> 
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図3ー1 クライストロン位相変動の履歴

各セクターのクライストロン 1台の位籾を30秒毎

に鯵グラフで表示する。過去約 10分前までの位相

を表示でき、更新する毎に左ヘシフトする。

上記(1)のコマンド使用したオベレータインタフエ

ースの例(図3)
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3、TcIコマンドを利用した加速器制御とその例
Tclコマンドで加速器を制御するにはいくつか

のか法がある。 Tclのライプラリの中にC言語等で

作ったコマンドを組み込む方法(内部コマンド:

Built-in CGmmand )、外部から UnixShe))を過

してコマンドを実行する方法(外部コマンド)、 TcI
肉体でライブラリを作成し記述する方法とがある

(閃 1)。その'1'で今問は、ライブラ 1)の中に C言

語で作成したJ)lJi主主号制御のコマンドを組み込んだシ
ステムを試みた。.m夜 KEK-Linac では、 f~レベ

ルでの制御機gへのコマンドはバイナリで行われて

いる。しかし、バイナリでのコマンドではアプリク

ーションプログラマにとっても非常にわかりづらい

ものであるし、ユーザインターフェースを構築する

のも肉難となってしまう。そこで組み込むコマンド

は、ユーザインタフェースの機築が容易にできるよ

うに制御する機擦に対して名前と単位、量を送るだ

けで制御できるユーティリティを作成した(例 1)。

今同作成したコ 7 ンドは、 C言語で書いてお IJ.. 

Tc 1-Interp"瑚で定義されたライプラリ閑散で解釈

する(例 2)0 これらの関数では、 Tclとライプラ

リとのr.uでは文字列で受け渡し、制御Il1fij;レベル閑
散との問ではバイナリで受け渡す。今後は、 Tclラ

イプラリと制御用高レベル関数の問では文字列で受

け渡しを行い、どのような物にもアクセスが可能と

なる。(関2) 

K/ystr官 1PnoSl!'hfs官官y

.制御4 ・Ktor_1 ..ct_'" ..ef_-' .KI...-4 ・Kt.，.5;・且LP削・副
図3-2 現在のLinacの真空度表示
加速務全体及び各セクターの真空渡の表示。データ

の更新は 10分毎に行われる。過去のデータの参照

は不可。牢データの校正値に多少誤差があるため表

示の数値は正確ではありません。
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関2



(00 2) 7"n^5A(7)f lJff l 
int 
Tcl_VaccontsCmd(dummy, interp, argc, argv) 
ClienlData dummy; 
Tcl_lnlerp *interp; 
inl argc; 
char "argv; { 
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(例2)プログラムの利用

int 

Tcl_VaccontsCmd(dummy. interp. argc. argv) 

CJientData dummy; 

TcUnterp・interp;
Inl argc; 
char ..argv; { 

加速絡を制御するコマンドは、 UnixSellを過しで

も実行可能だが多少速度的に劣る。外部コマンドと

内部コマンドの処理速度の比較をしたところ例えば、

単純な加速器制御コマンドを実行する場合内部コマ

ンドで約 1ms旬、外部コマンドで約100 msec 

であった。インタプリタの特性を生かして開発時に

はデバッグが容易な外部コマンドで実行し、最終的

には内部にコマンドを組み込むのが適当である。

4、まとめ

Tk I Tc1は、 X-Windowのユーザインタフェ

ースを容易に修築ができ、さらに制御機器を制御す

るために必要なコマンドを用意すればオベレータに

解かりやすく、プログラマーにとってもユーザイン

ター 7:rースの構築が容易になる。さらに現在は日

本語化も進み、より見やすいユーザインターフェー

スの4構築ができる。そのf也にも、インタフェースピ
ルダー (XF)等のいろいろなサポートツールが織っ

ている。今年度E四K-Linacでは、加速器制御のネッ

トワークがTCPI IPベース[5 1に変わるので
Tclのさまざまな鉱張も可能になる。今後は、これ

らの拡張機能を用いて加速器のシュミレーションプ

ログラムやエキスパートシステム等に鋒続し、オペ

レータの援助となるユーザインターフェースの開発

を行う予定である [610 

許可? 禁止、

コントロール禁止

終了

関4 日本語化された TkI Tc1 
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